
一
九
九
七
年
七
月
に
タ
イ
を
襲
っ
た
通
貨
危
機

は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
と
い
っ
た
近

隣
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
も
伝
染
し
、
さ
ら
に
は

韓
国
へ
も
飛
び
火
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら

諸
国
の
う
ち
マ
レ
ー
シ
ア
を
除
く
三
カ
国
は
Ｉ
Ｍ

Ｆ
へ
の
支
援
を
要
請
し
、
財
政
、
金
融
政
策
の
引

き
締
め
、
経
済
構
造
改
革
の
断
行
を
条
件
と
す
る

厳
し
い
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
の
履
行
と
引
き

替
え
に
資
金
援
助
を
受
け
た
が
、
危
機
の
克
服
の

決
め
手
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

厳
し
い
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
国
の
経
済
シ
ス
テ
ム
が
多
く
の
問
題
を
抱
え
て

い
る
と
い
う
印
象
を
与
え
、
各
国
経
済
へ
の
市
場

の
信
任
を
揺
る
が
せ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
履
行
が

不
十
分
に
な
り
そ
う
だ
、
と
い
う
観
測
が
出
る
た

び
に
通
貨
の
価
値
は
逆
に
下
落
す
る
と
い
う
、
本

来
の
意
図
と
は
全
く
逆
の
効
果
を
発
揮
し
た
。

こ
の
よ
う
な
当
初
の
悲
観
論
と
混
乱
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
一
九
九
九
年
に
は
経
済
回
復
傾
向
が
定

着
し
た
。

ア
ジ
ア
通
貨
危
機
は
、
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
東

ア
ジ
ア
諸
国
に
と
っ
て
の
転
機
と
な
っ
た
。
マ
ク

ロ
経
済
の
面
で
は
、
そ
れ
ま
で
の
輸
入
超
過
、
過

熱
気
味
の
傾
向
か
ら
輸
出
超
過
、
慎
重
な
外
貨
準

備
蓄
積
の
傾
向
に
変
わ
っ
た
。
ミ
ク
ロ
面
で
は
、

金
融
リ
ス
ク
へ
の
認
識
が
高
ま
り
、
そ
れ
ま
で
軽

視
さ
れ
が
ち
だ
っ
た
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス

へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
。
政
治
面
で
は
、
通
貨
危

機
を
契
機
に
政
権
交
代
や
政
変
を
経
験
し
た
国
が

多
く
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
至
っ
て
は
暴
動
に
よ
る

ス
ハ
ル
ト
政
権
の
崩
壊
と
急
速
な
民
主
化
と
い
う

劇
的
な
変
化
が
起
こ
っ
た
。
さ
ら
に
、
国
際
政
治

面
で
は
地
域
金
融
協
力
を
皮
切
り
に
貿
易
面
も
含

め
た
地
域
協
力
の
必
要
性
が
強
く
認
識
さ
れ
る
き

っ
か
け
と
な
っ
た
。

こ
う
し
た
各
国
ご
と
の
経
験
と
、
地
域
金
融
協

力
構
想
の
進
展
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
記
事

に
任
せ
る
こ
と
と
し
て
、
特
集
の
冒
頭
に
あ
た
っ

て
、
こ
こ
で
は
危
機
に
見
舞
わ
れ
た
諸
国
に
共
通

す
る
大
き
な
経
済
動
向
の
変
化
に
つ
い
て
、
確
認

し
て
お
き
た
い
。

ア
ジ
ア
危
機
か
ら
一
○
年
が
過
ぎ
、
そ
の
間
の

経
済
デ
ー
タ
が
蓄
積
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
危
機

直
後
に
は
見
え
な
か
っ
た
大
き
な
基
調
の
変
化
も

明
確
化
し
て
き
た
。
本
稿
で
は
、
危
機
当
事
国
の

四
カ
国
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
中
国
を
加
え
た
六
カ
国

を
対
象
と
す
る
。

ア
ジ
ア
通
貨
危
機
に
お
い
て
、
危
機
の
直
接
的

な
当
事
国
と
言
え
る
の
は
タ
イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

韓
国
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
四
カ
国
で
あ
る
。
こ
の
う

ち
、
タ
イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
韓
国
の
三
カ
国
が

Ｉ
Ｍ
Ｆ
に
よ
る
支
援
を
仰
い
で
い
る
。
ま
た
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
は
通
貨
価
値
の
下
落
と
い
う
意
味
で
は
、

前
記
四
カ
国
と
同
様
で
は
あ
る
が
、
危
機
の
当
事

国
と
す
る
ほ
ど
に
は
、
経
済
に
深
刻
な
影
響
は
受

け
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
中
国
は
金
融
面
で
の
経

済
開
放
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
幸
い
し
て
、

ア
ジ
ア
通
貨
危
機
の
嵐
を
や
り
過
ご
す
こ
と
が
で

き
た
。
こ
れ
ら
二
カ
国
は
、
危
機
の
当
事
国
と
の

比
較
対
象
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
と
す
る
。

●
一
人
当
た
り
所
得
︵
ド
ル
建
て
︶
か

ら
見
る

表
１
は
、
通
貨
危
機
直
前
（
一
九
九
六
年
）、

直
後
（
一
九
九
八
年
）、
七
年
後
（
二
○
○
四
年
）

の
三
時
点
に
お
け
る
一
人
当
た
り
所
得
（
ド
ル
建

て
）
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
最
後
の
列
の
「
比

率
」
は
一
九
九
六
年
と
比
較
し
た
二
○
○
四
年
の

一
人
当
た
り
所
得
の
比
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

中
国
、
韓
国
以
外
で
は
、
八
年
経
っ
て
も
所
得

が
ほ
と
ん
ど
増
え
て
い
な
い
こ
と
に
驚
か
さ
れ
る

（
タ
イ
に
至
っ
て
は
減
少
し
て
い
る
）。
つ
ま
り
、

特
集
／
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
か
ら
一
○
年

特
集
に
あ
た
っ
て
│
通
貨
危
機
後
一
○
年
で
マ
ク
ロ
経
済
は
ど
う
変
わ
っ
た
か
？

特集／アジア通貨危機から 10年

國
宗
浩
三
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近
い
経
済
成
長
を
示
し
て
い
る
。
図
１
は
一
九
九

○
年
か
ら
二
○
○
五
年
ま
で
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
推

移
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
図
で
は
比
較
し
や
す

い
よ
う
に
、
一
九
九
○
年
の
値
を
一
○
○
％
と
し

た
と
き
の
比
率
で
示
さ
れ
て
い
る
。

一
見
し
て
、
ま
ず
気
が
付
く
の
は
、
危
機
当
事

国
の
四
カ
国
が
、
一
九
九
七
年
か
ら
九
八
年
に
か

け
て
大
幅
な
Ｇ
Ｄ
Ｐ
減
少
を
経
験
し
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
中
国

は
、
前
者
が
低
位
安
定
、
後
者
が
高
位
安
定
と
い

う
違
い
は
あ
る
と
し
て
も
、
こ
の
時
期
の
大
幅
な

実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
減
少
は
免
れ
て
い
る
。

次
に
気
が
付
く
の
は
、
こ
れ
も
危
機
当
事
国
四

カ
国
だ
け
に
見
ら
れ
る
特
徴
で
あ
る
が
、
危
機
前

の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
増
え
る
勢
い
と
、
危
機
後
の
勢

い
の
間
に
は
っ
き
り
と
し
た
差
が
見
ら
れ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
図
で
言
う
な
ら
ば
、
危
機
前
の

グ
ラ
フ
の
傾
き
と
危
機
後
の
傾
き
に
差
が
あ
り
、

後
者
が
緩
や
か
に
な
っ
て
い
る
。

危
機
時
の
落
ち
込
み
に
よ
る
影
響
を
避
け
る
た

め
、
一
九
九
七
年
を
除
外
し
て
危
機
前
（
一
九
九

○
年
か
ら
九
六
年
）
と
危
機
後
（
一
九
九
八
年
か

ら
二
○
○
五
年
）
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
期
間
の
実
質

Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
平
均
成
長
率
を
計
算
し
た
結
果
が
、
次

の
表
２
で
あ
る
。
危
機
当
事
国
四
カ
国
で
は
、
危

機
前
に
は
七
〜
一
○
％
と
非
常
に
高
い
経
済
成
長

率
を
謳
歌
し
て
い
た
が
、
こ
れ
が
危
機
後
は
四
〜

六
％
に
低
下
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

一
方
、
比
較
対
象
と
し
て
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
中

国
は
、
こ
こ
で
も
前
者
が
低
位
安
定
、
後
者
が
高

位
安
定
と
い
う
好
対
照
を
見
せ
る
も
の
の
、
危
機

ド
ル
建
て
一
人
当
た
り
所
得
で
見
る
な
ら
ば
、
通

貨
危
機
は
「
失
わ
れ
た
八
年
」
を
も
た
ら
し
た
の

で
あ
る
。

危
機
当
事
国
の
う
ち
韓
国
だ
け
は
所
得
が
一
・

三
倍
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
さ
え
も
年
平
均
成

長
率
に
換
算
す
る
と
三
・
三
％
と
な
り
、
決
し
て

高
い
と
は
言
え
な
い
数
字
で
あ
る
。

た
だ
し
、
こ
れ
は
ド
ル
建
て
で
表
示
さ
れ
て
い

る
た
め
に
、
為
替
レ
ー
ト
の
変
化
に
よ
っ
て
も
影

響
を
受
け
て
い
る
。
後
で
も
見
る
が
、
為
替
レ
ー

ト
の
水
準
は
通
貨
危
機
以
前
に
比
べ
て
割
安
に
な

っ
て
い
る
の
で
、
ド
ル
建
て
の
数
値
は
、
現
地
通

貨
建
て
で
見
る
よ
り
も
悪
い
数
字
と
な
る
。

●
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
か
ら
見
る

そ
こ
で
、
次
に
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
当
該
国
の
通
貨

建
て
）
の
推
移
を
見
る
。
こ
ち
ら
の
ほ
う
が
、
為

替
レ
ー
ト
の
変
化
を
除
い
た
現
地
の
「
実
感
」
に

1996 1998 2004 比率

インドネシア 1,100 640 1,140 104%

韓国 10,590 8,600 14,000 132%

マレーシア 4,330 3,670 4,520 104%

フィリピン 1,160 1,050 1,170 101%

タイ 2,930 2,160 2,490 85%

中国 750 750 1,500 200%

表１　１人当たり所得（ドル）

（出所）アジア開発銀行。

100％

150％

200％

250％

300％

350％

400％

450％

19
90
19
91
19
92
19
93
19
94
19
95
19
96
19
97
19
98
19
99
20
00
20
01
20
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20
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20
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インドネシア
韓国
マレーシア
フィリピン
タイ
中国

図１　実質GDP（1990 年を 100％とする）

（出所）IMF, International Financial Statistics.

　 90-96 98-05 試算結果

インドネシア 7 4 20

韓国 8 6 14

マレーシア 10 5 14

フィリピン 3 4 5

タイ 8 5 17

中国 12 9 1

表２　危機前後の平均成長率� （％）

（出所）IMF, International Financial Statistics.
（注）試算結果について。
⑴危機当事国では 1997 年から 98 年にかけて実質 GDP
が下落しているが、この下落がなかったとした前提の下
での 2005 年の架空の GDP を計算する。
⑵ 具 体 的 に は、1997 年 の GDP の 値 が、98 年 か ら
2005 年の平均成長率で 8 年間伸び続けたときの値を計
算する。
⑶この「架空の GDP」が 2005 年の実際の GDP を何パ
ーセント上回っているかという値を求める。これが表中
の「試算結果」である。
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こ
れ
を
見
る
と
、
一
六
％
（
韓
国
）
か
ら
七
四
％

（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
と
数
字
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る

が
、
い
ず
れ
に
お
い
て
も
危
機
前
よ
り
も
通
貨
の

価
値
は
割
安
に
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
為
替
レ
ー
ト
の
割
安
化
に
対
応
し
て
、

危
機
当
事
国
（
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
の
経
常
収
支
は

大
幅
な
赤
字
か
ら
は
っ
き
り
と
し
た
黒
字
傾
向
へ

と
転
換
し
た
。
こ
の
経
常
収
支
黒
字
の
反
対
側
に

あ
る
の
が
外
貨
準
備
の
増
大
と
資
本
収
支
の
赤
字

化
（
資
本
の
流
出
）
で
あ
る
。

一
般
に
は
、
経
済
発
展
の
余
地
が
残
る
開
発
途

上
国
に
は
、
あ
る
程
度
の
資
本
流
入
が
あ
る
の
が

当
た
り
前
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
反
対
に
、
成
熟

し
た
経
済
を
持
つ
先
進
国
か
ら
は
資
本
流
出
が
起

こ
り
、
そ
の
資
金
が
途
上
国
に
流
れ
込
む
と
い
う

図
式
で
あ
る
。
こ
れ
と
は
正
反
対
の
こ
と
が
危
機

後
の
東
ア
ジ
ア
で
は
常
態
と
な
っ
て
い
る
。

●
資
本
収
支
か
ら
見
る

そ
こ
で
、
資
本
収
支
の
内
訳
を
見
て
お
き
た
い

（
表
４
）。
こ
れ
を
見
る
と
、
資
本
収
支
赤
字
化

の
主
要
因
は
「
そ
の
他
」
の
項
目
（
こ
の
項
目
は
、

主
に
銀
行
貸
出
で
あ
る
）
に
お
け
る
赤
字
に
あ
る

こ
と
が
分
か
る
。
一
方
、
証
券
投
資
に
つ
い
て
は
、

危
機
直
後
に
は
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
も
の
の
、
そ

の
後
は
回
復
し
て
き
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ

れ
ら
二
つ
の
特
徴
は
、
各
国
に
ほ
ぼ
共
通
す
る
傾

向
で
あ
る
と
言
え
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
各
国
各
様
の
様
相
を
呈
し
て

い
る
の
が
「
直
接
投
資
」
の
項
目
で
あ
る
。
危
機

を
境
に
減
少
に
転
じ
た
と
見
ら
れ
る
の
が
イ
ン
ド

前
後
を
通
じ
て
大
き
な
差
は
な
い
（
中
国
は
一
二

％
か
ら
九
％
に
「
低
下
」
し
て
い
る
と
言
え
な
く

も
な
い
が
、
依
然
と
し
て
高
度
経
済
成
長
が
持
続

し
て
い
る
）。

つ
ま
り
、
①
通
貨
危
機
に
よ
る
一
回
き
り
の
所

得
の
低
下
と
、
②
通
貨
危
機
を
境
に
し
た
、
そ
の

前
後
の
成
長
率
の
低
下
、
こ
の
二
つ
が
全
て
の
危

機
当
事
国
に
共
通
す
る
特
徴
と
し
て
浮
か
び
上
が

っ
て
く
る
。

ま
ず
、
所
得
の
一
回
き
り
の
低
下
で
あ
る
が
、

「
一
回
き
り
」
と
い
う
言
葉
の
与
え
る
印
象
と
は

反
対
に
、
そ
の
影
響
は
実
に
永
続
的
で
あ
る
。
表

２
の
最
終
列
（
試
算
結
果
）
を
見
て
い
た
だ
き
た

い
。
こ
れ
は
、
そ
の
他
の
条
件
は
同
じ
と
し
て
、

危
機
時
の
一
回
き
り
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
減
少
が
な
か
っ
た

と
し
た
ら
、
二
○
○
五
年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
実
際
の
値

よ
り
も
何
パ
ー
セ
ン
ト
高
く
な
る
か
を
示
し
た
試

算
で
あ
る
（
具
体
的
な
計
算
方
法
は
表
の
注
を
参

照
の
こ
と
）。

結
果
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ

の
二
○
％
、
タ
イ
で
は
一
七
％
、
韓
国
、
マ
レ
ー

シ
ア
で
は
一
四
％
も
の
差
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う

に
、
一
回
き
り
の
所
得
低
下
の
影
響
は
、
年
月
を

経
て
も
残
り
続
け
る
。

次
に
、
平
均
成
長
率
の
低
下
で
あ
る
が
、
一
○

％
近
い
成
長
と
五
％
前
後
の
成
長
率
の
差
が
中
長

期
に
ど
の
程
度
の
違
い
を
生
じ
る
の
か
は
直
観
的

に
は
分
か
り
に
く
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
次
の

よ
う
な
計
算
例
に
よ
っ
て
示
す
。
そ
れ
は
、
一
○

％
成
長
が
一
○
年
間
続
い
た
時
と
、
五
％
成
長
が

一
○
年
間
続
い
た
時
に
、
そ
れ
ぞ
れ
、
所
得
が
何

倍
に
な
る
か
と
い
う
試
算
で
あ
る
。
結
果
は
、
前

者
で
は
所
得
は
約
二
・
六
倍
、
後
者
で
は
約
一
・

六
倍
と
な
る
。
そ
の
差
は
一
（
倍
）
で
あ
る
。
よ

う
す
る
に
、
五
％
の
成
長
率
の
差
は
、
そ
れ
が
一

○
年
も
続
け
ば
、
当
初
（
一
○
年
前
）
の
所
得
の

一
年
分
に
も
相
当
す
る
差
が
で
き
る
と
い
う
わ
け

だ
。
こ
れ
は
、
非
常
に
大
き
な
差
だ
。

●
為
替
レ
ー
ト
か
ら
見
る

こ
れ
も
全
て
の
危
機
当
事
国
（
と
フ
ィ
リ
ピ

ン
）
に
共
通
す
る
変
化
で
あ
る
が
、
為
替
レ
ー
ト

は
危
機
以
前
の
水
準
に
比
べ
下
落
し
た
状
態
が
定

着
し
て
し
ま
っ
た
。
表
３
は
対
ド
ル
レ
ー
ト
の
推

移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
表
の
最
後
の
列
に

は
、
一
九
九
六
年
と
二
○
○
六
年
を
比
べ
た
と
き

の
通
貨
価
値
の
変
化
を
パ
ー
セ
ン
ト
で
示
し
た
。

　 1996 1998 2006 増価率

インドネシア 2,342.30 10,013.60 9,159.32 -74%

韓国 804.45 1,401.44 954.79 -16%

マレーシア 2.52 3.92 3.67 -31%

フィリピン 26.22 40.89 51.31 -49%

タイ 25.34 41.36 37.88 -33%

中国 8.31 8.28 7.97 4%

表３　対ドル名目為替レートの推移

対ドルレート、期中平均
（出所）IMF, International Financial Statistics.
（注）増価率は 2006 年と 1996 年との間で計算。

アジ研ワールド・トレンド No.144（2007．9）─4



て
イ
ン
フ
レ

シ

ン
が
起
こ

た
が

そ
の
後

は

終
息
し
て
い
る

危
機
へ
の
対
応
の
中
で

民
間
企
業
や
国
内
銀

行
が
抱
え
る
対
外
債
務
を
政
府
が
肩
代
わ
り
す
る

こ
と
に
よ
る
債
務
問
題
が
意
識
さ
れ
た
こ
と
も
あ

た

し
か
し

表
５
に
対
外
債
務
／
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比

率
を
示
し
た
が

一
○
年
を
経
て

ほ
と
ん
ど
の

国
に
お
い
て
危
機
以
前
と
同
様
か

そ
れ
以
下
の

水
準
に
戻

て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る

こ
の
よ
う
に

多
く
の
点
で

危
機
当
事
国
は

危
機
以
前
も
以
後
も
変
わ
ら
ず

全
般
的
に
は
健

全
な
マ
ク
ロ
経
済
の
特
徴
を
持
ち
続
け
て
き
た

し
か
し

本
稿
で
見
て
き
た
よ
う
に

平
均
成

長
率
の
低
下
や

一
部
の
国
で
直
接
投
資
の
減
少

が
見
ら
れ
る
と
い

た
事
実
は

大
き
な
懸
念
材

料
と
な

て
い
る

?
く
に
む
ね　

こ
う
ぞ
う
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所
開
発
研
究
セ
ン
タ

?

ネ
シ
ア
と
マ
レ

シ
ア

逆
に

増
加
に
転
じ
た

の
が
韓
国

タ
イ
で
あ
る

そ
し
て

前
後
で
傾

向
に
変
化
が
な
い
の
が
フ

リ
ピ
ン
で
あ
る

こ

こ
で
も

フ

リ
ピ
ン
は
低
位
安
定
型
で
あ
る

?
他
方

中
国
の
直
接
投
資
は
増
大
を
続
け

そ

の
規
模
も
大
き
い
?

東
南
ア
ジ
ア
の
経
済
成
長
は

主
に
日
本
か
ら

の
企
業
進
出
?
直
接
投
資
?
に
よ

て
牽
引
さ
れ

て
き
た
と
言
わ
れ
る
な
か
で

一
部
の
国
と
は
い

え

直
接
投
資
減
少
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
の
は
懸

念
す
べ
き
事
態
で
あ
る

に
り
わ
お
●

本
稿
で
は

通
貨
危
機
に
よ

て
大
き
な
変
化

が
見
ら
れ
る
点
を
中
心
に
見
て
き
た
が

最
後
に

危
機
の
前
後
で
?
変
わ
ら
な
い
も
の
?
も
あ
る
こ

と
に

簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い

健
全
な
財
政
運
営
や
イ
ン
フ
レ
率
の
抑
制
と
い

た
点
は

危
機
以
前
も
最
中
も
東
ア
ジ
ア
の
特

徴
と
し
て
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
多
か

た

こ
れ

ら
の
?
美
点
?
は

危
機
以
後
も
基
本
的
に
は
変

わ

て
い
な
い

例
え
ば

危
機
時
点
で
懸
念
さ

れ
た
イ
ン
フ
レ

シ

ン
に
至

て
は

イ
ン
ド

ネ
シ
ア
を
除
け
ば

む
し
ろ
デ
フ
レ

シ

ン
が

心
配
さ
れ
る
ほ
ど
低
位
に
と
ど
ま

た

イ
ン
ド

ネ
シ
ア
に
し
て
も

危
機
後
の
二
年
程
度
に
渡

危機前平均 1997 危機後平均 2005

インドネシア

直接投資 2,405 4,499 2,195

証券投資 2,085 787 4,237

その他 2,210

資本収支 6,700

韓国

直接投資 1,962 26

証券投資 7,481 14,384 6,787 345

その他 3,922 4,096

資本収支 10,266 6,861 2,804

マレーシア

直接投資 4,303 5,137 1,580 994

証券投資 100

その他 2,788

資本収支 6,481 2,198

フィリピン

直接投資 838 1,086 1,054 970

証券投資 975 591 700 2,660

その他 2,925 4,821

資本収支 4,738 6,498 943 51

タイ

直接投資 1,593 3,315 3,503 4,228

証券投資 2,338 4,527 776 6,162

その他 9,554

資本収支 13,485 8,370

中国

直接投資 20,012 4,1674 45,988 67,821

証券投資 1,295 6,943

その他

資本収支 20,828 21,037 36,303 58,862

表４　資本収支の推移 （単位：100 万ドル）

1996 1998 2004

インドネシア 58.3 172.5 56.5

韓国 22.3 44.0 25.2

マレーシア 42.0 65.3 46.6

フィリピン 46.5 70.1 66.8

タイ 51.4 76.4 32.4

表５　対外債務の GDP 比率 （％）

（出所）アジア開発銀行。

特集／アジア通貨危機から10年
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